
上色見川で行われた清掃活動

環
境
保
全
意
識
の
高
揚
を
図
ろ
う
と
、

海
岸
と
河
川
の

一
斉
美
化
清
掃
活
動
が
八

月
二
十
三
日
、
県
下

一
斉
に
行
わ
れ
ま
し

た
。公
共
水
域
の
中
で
も
と
り
わ
け
ゴ
ミ
や

排
水
等
の
流
入
元
で
あ
る
河
川
及
び
こ
れ

ら
の
集
積
の
場
と
な

っ
て
い
る
海
の
美
化

活
動
を

「く
ま
も
と

。
き
れ
い
な
川
と
海

づ
く
リ
デ
ー
」
と
し
て
設

定
し
て
広
域
的
全
県
的
に

展
開
す
る
こ
と
に
な
り
、

川
や
海
の
美
化
浄
化
と
漁
場
の
保
全
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

本
町
で
も
上
色
見
川
を
事
業
場
所
に
選

定
し
て

一
斉
美
化
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
川
は
以
前
か
ら
ゴ
ミ
の
不
法

投
棄
が
多
く
、
小
さ
な
ゴ
ミ
か
ら
大
型
の

ゴ
ミ
ま
で
数
多
く
散
乱
し
て
い
ま
す
。

一
斉
美
化
清
掃
活
動
は
、
県
下
各
地
で

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
開
始
。
上
色
見
川

に
は
町
役
場
職
員
ら
三
十
五
人
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
色
見
川
で
も
特
に
町
道
長
塚
～
里
木

線
と
交
差
し
て
い
る
所
は
ゴ
ミ
が
多
く
、

中
で
も
ビ
ニ
ー
ル
や

ハ
ウ
ス
用
パ
イ
プ
な

ど
の
農
業
廃
棄
物
の
他
、
冷
蔵
庫
、
自
転

車
、
自
動
車
の

ド
ア
等
、
ゴ
ミ

の
山
と
な

っ
て

い
ま
し
た
ｃ

こ
れ
ら
の
廃
棄
物
は
雨
に
よ
る
土
砂
に

埋
ま

っ
た
り
、
木
や
石
に
巻
き
付
い
た
り

と
清
掃
に
手
間
が
か
か
り
、
片
付
け
ら
れ

た
ゴ
ミ
は
、
ニ
ト
ン車
十
五
台
に
も
な
り
ま

し
た
。

編

集

後

=コ.口 lJ

近
年
、
気
象
状
況
が
少
し
づ
つ

変
化
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

▼
〈フ
年
も
三
月
の
長
雨
、
梅
雨
期

に
は
雨
が
少
な
＜
二
十
二
年
ぶ
り

に
洪
水
警
報
ゼ
ロ
、
梅
雨
明
け
と

同
時
に
△フ
度
は
猛
暑
が
続
き
、
台

風
の
接
近
な
ど
な
か
ろ
う
と
思
っ

て
い
た
時
、
二
週
間
に
三
度
台
風

の
襲
来
を
受
け
讀
し
た
。
▼
中
で

も
台
風
十
号
ど
も
た
ら
し
た
被
害

は
大
き
く
、
農
業
施
設
に
３
大
な

打
撃
を
与
え
ま
し
た
。
議
た
、
草

部
吉
見
神
社
の
杉
も
風
を
受
け
、

枝
づ
折
れ
た
り
、
本
に
亀
裂
が
入

っ
た
り
。
こ
の
結
果
、
樹
齢
約
七

百
年
の
大
本
づ
切
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
姿
を
消
す
事
に
な
り
ま
し
た
。

●   ●

●   ●
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高
森
町
民
憲
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一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い

っ
ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に

し
ま
す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の

薫
る
潤
い
の
あ
る
町
に
し

ま
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供

の
夢
を
育
て
華
せ
な
町
に

し
ま
す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振

興
し
活
力
あ
る
町
に
し
ま

す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
出

身
を
き
た
え
健
全
な
町
に

し
ま
す
。

民広報

人□の動き
(8月 4日現在)
世帯数 2,536(-5)
男  3,992(-5)
女  4,317(-11)
総 数 8,309(-16)

▲町民総踊り

おめで

(住所) (遺 族) (死 亡者)(年齢 )
サオ 甲斐  清 76

の

(敬称略)

子石一蔵、

高 森 甲斐
高 森 今村フ
中  二子石
尾 下 甲斐
矢津田 佐藤ヤ

した

佐藤ヤス子、

高森町商工会

工吉良山

岩下ヨ

甲斐

84キ

モ
‐
マ́

節男 覺

(1992.7月 受付分)

婦人部

下)7・ 4生

や ん

皇羅撃さんの3女

;つ子
さんの長男

たんじよう

工藤志津香ちゃん

(永野原)6・ 22生

下田 博士ちゃん

色  見

(12)
(1)

Ｆ
コ

・
ヽ

電一ル

Ｆ
」

「
理

お<やみ
もうしあげます

」豊 』置ミ 灯

(敬称略)惨

本

敬弯鷺lョ(22‐,

高

津

芹

一
高

熊

行

り

雄

美

也

保

久

お

民

直

伸

美

さ

藤

尻

口

橋

原

佐

野

芹

高

石

牧

すえなが<
おしあわせに

在

平

口

町

在

市

上

・

芹

官

上

森

留

口

っ

森

」かど ■車場
σ
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お 知 ら せ

カメラレポート

に
ぎ
り
ず
し
や
刺
身
な
ど
の
生

も
の
に
、
ワ
サ
ビ
は
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
薬
味
で
す
。
な
か
で

も
生
ワ
サ
ビ
の
鼻
に
ツ
ー
ン
と
く

る
辛
味
や
香
り
な
ど
は
独
特
の
風

味
で
、
粉
ワ
サ
ビ
や
練
リ
ワ
サ
ビ

は
遠
く
及
び
ま
せ
ん
。

ワ
サ
ビ
の
風
味
を
生
か
す
決
め

手
は
、
お
ろ
し
方
に
あ
り
ま
す
。

フ
サ
ビ
は
、
お
ろ
す
前
タ
ワ
シ
な

ど
で
こ
す

っ
て
洗
い
、
包
丁
の
先

で
黒
い
汚
れ
を
取
り
ま
す
。
葉
や

茎
は
外
側
か
ら
む
し
り
取
る
か
、

包
丁
で
切
り
落
と
し
ま
す
が
、
茎

の
付
け
根
は
残
し
て
お
き
ま
し
よ

”
う
ノ

ｃ

ワ
サ
ビ
は
根
の
先
か
ら
で
は
な

く
て
、
葉
や
茎
の
ほ
う
か
ら
お
ろ

し
ま
す
。
お
ろ
す
と
き
に
は
、
き

め
の
細
か
い
切
れ
味
の
鋭
い
お
ろ

し
金
か
、
サ
メ
皮
を
張

っ
た
お
ろ

し
器
を
使
い
ま
す
。

に
お
ろ
し
ま
す
。
こ
う
す
る
と
、

ワ
サ
ビ
の
細
胞
が
き
れ
い
に
つ
ぶ

れ
、
そ
れ
に
空
気
が
ふ
れ
る
こ
と

で
辛
味
が
引
き
出
さ
れ
る
の
で
す
。

砂
糖
を
少
量

つ
け
て
お
ろ
す
と
辛

味
が

一
層
引
き
立
ち
ま
す
。
ま
た
、

お
ろ
し
た
ワ
サ
ビ
を
ま
な
板
の
上

高
　
森

・
旭
　
通

肥
後
の
三
馬
鹿
さ
わ
ぎ
の

一
つ

「
風
鎮
祭
」
が
、
八
月
十
七
日

午
前
零
時
五
町
向
上
会
の
に
ぎ
や
か
な

「
目
覚
し
」
で
幕
を
開
け

ま
し
た
。
〈フ
年
は
台
風
十
号
の
接
近
に
よ
り
、
節
刀
渡
し
と
造
り

物
の
表
彰
は
行
わ
れ
た
も
の
の
、
名
物
の
出
引
き
や
に
わ
か
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど
、
十
八
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
行
事
が
す
べ
て
中
止

に
な
り
ま
し
た
。
造
り
物
の
表
彰
で
は
、
昭
和
第
六
組
の
唐
獅
子

が
特
賞
に
選
ば
ね
ま
し
た
。

ワ
サ
ビ
は
、
ご
し
ご
し
と
手
荒

に
お
ろ
せ
ば

い
い
と
い
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
昔
か
ら
、
「す
る

と
思
う
な
練
る
と
思
え
」
と
言
わ

れ
、
お
ろ
し
金
に
ワ
サ
ビ
を
垂
直

に
立
て
、
輪
を
描
く
よ
う
に
ゆ

っ

く
り
と
回
し
な
が
ら
、
練
る
よ
う

で
、
包
丁
の
背
を
使

っ
て
軽
く
た

た
い
て
や
る
と
、
粘
り
が
出
て
辛

味
が
増
し
ま
す
。

お
ろ
し
た
ワ
サ
ビ
は
、
し
ば
ら

く
空
気
に
ふ
れ
さ
せ
て
お
く
と
、

余
分
な
苦
み
が
抜
け
ま
す
。
し
か

し
、
あ
ま
り
長
く
お
く
と
、
辛
味

古
　
沢
　
由

造り物で特賞に選ばれた昭和第 6組の「唐獅子」

●   ●

●   ●

す
る
と
思
う
な
練
る
と
思
え

里

‐キC
ん

(21)

☆仕事は楽しいですか

熊本市内のホテルで、約 1カ 月間の研

修を終えてクラブハウスでフロントの仕

事をしています。見晴 らしも素晴らしい

し、や りがいのある仕事です。

☆今、いちばんやりたいことは

ゴルフをやってみたい。

☆どんな町づ<りを望みますか

若い人達が働けるスペースがもっとあ

れば、活気があるのでは。

(11)

祭
り
の
人
気
を
集
め
た
向
上
会
の

「
に
わ
か
」

や
香
り
が
な
く
な
り
ま
す
。

す
り
残
し
た
ワ
サ
ビ
は
濡
れ
た

布
で
包
み
、
ラ
ッ
プ
で
く
る
ん
で

冷
蔵
庫
に
入
れ
る
の
が
、
上
手
な

保
存
方
法
で
す
。
濡
れ
た
布
の
代

わ
り
に
、
よ
く
洗

っ
た
キ
ャ
ベ
ツ

や
レ
タ
ス
の
葉
で
包
む
と
、
適
度

な
湿
り
気
が
保
た
れ
て
長
持
ち
し

ま
す
。

「節
刀
渡
し
」
で
は
年
番
が
昭
和

向
上
会
ヘ

真夏の夜空を色彩った 100発の花火

(2)

ワ
サ
ビ
の

上
手
な
お
ろ
し
方

プロフィール

■勤務先

■趣 味
■血液型

阿蘇高森ゴルフ倶楽部

カラオケ

明るい性格のA型

今月の表紙
「風
鎮
祭
」
行
事
の

一
つ
町

民
総
踊
り
が
、
今
年
も
八
月
十

七
日
午
後
六
時
に
ス
タ
ー
ト
。

年
々
華
や
か
さ
を
増
す
総
踊
り

に
は
、
今
年
か
ら
青
山
製
作
所

熊
本
工
場
も
加
わ
る
な
ど
、
昨

年
を
上
回
る
約
八
百
人
が
参
加
、

台
風
接
近
の
中
行
わ
れ
た

「風

鎮
祭
」
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

診療 は午前 9

時か ら午後 5

時まで

９
月
１３
日
　
渡
　
辺
　
内
　
科

圏
⑦
ｌ
７
７
７

９
月
１５
日
　
後
　
藤
　
医
　
院

圏
⑦
０
０
１
９

９
月
２０
日
　
立
　
野
　
病
　
院

圏
③
０
１
１
１

９
月
２３
日
　
み
な
み
阿
蘇

ク
リ
ニ
ッ
ク

審
⑦
２
０
３
０

９
月
２７
日
　
藤
　
本
　
医
　
院

富
⑦
０
０
２
０

１０
月
４
日
　
平
　
田
　
医
　
院

圏
②
０
２
１
６

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②
１
２
２
２
２
）
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専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
９
月
２８
日

（月
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

阿
蘇
保
健
所
で
は

エ
イ
ズ
の
相

談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
相
談

・
検

査
は
匿
名
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
重
に
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
下

さ
い
。

■
相
談
時
間
／
毎
週
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
の
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午

後
５
時
１５
分
ま
で

■
検
査
受
付
／
原
則
と
し
て
第

一

か
ら
第
四
金
曜
日

（午
前
９
時
か

ら
Ｈ
時
ま
で
）
電
話
に
よ
り
予
約

し
て
下
さ
い
。

■
検
査
料
金
／
千
六
百
円

但
し
、
検
査
結
果
が
わ
か
る
ま

で
に
三
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
感
せ
ん
し

て
も
抗
体
が
で
き
る
ま
で
６
か
ら

８
週
間
か
か
り
ま
す
。
思
い
当
た

る
行
為
が
あ

っ
て
か
ら
、
８
週
間

過
ぎ
て
か
ら
検
査
を
受
け
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
阿
蘇
保
健
所
保
健

予
防
課

（
圏
０
９
６
７

・
３
２

・

０
５
３
５
）
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
お
気
軽
に
相
談
し
て
下
さ

■
内
　
容
／
人
形
劇
、
リ
サ
イ
ク

ル
バ
ザ
ー
、
ゲ
ー
ム
、
ふ
わ
ふ
わ

ピ

エ
ロ
、
バ
ザ
ー

（本
場
カ
レ
ー
、

焼
き
そ
ば
、
お
好
み
焼
き
、
焼
き

鳥
な
ど
）

当
日
は
臨
時
バ
ス

（無
料
）
を

ご
利
用
下
さ
い
。
（時
刻
は
、
高
森

産
交
が
午
前
９
時
４０
分
と
１０
時
３０

分
、
高
森
幼
稚
園
前
が
９
時
４２
分

と
１０
時
３２
分
）

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
高

森
寮

（
圏
②
ｌ
７
８
０
）
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

海
上
保
安
庁
で
は
、
海
上
保
安

大
学
校
及
び
海
上
保
安
学
校
の
学

生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
受
付
期
間
／
９
月
３
日

（木
）

か
ら
９
月
１６
日

（水
）

■
受
験
資
格
／
昭
和
４４
年
４
月
２

日

（大
学
校
学
生
は
昭
和
４７
年
４

月
２
日
）
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で

次
に
掲
げ
る
も
の
。

１
、
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

及
び
平
成
５
年
３
月
ま
で
に

高
等
学
校
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
者

２
、
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学

年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
及

び
平
成
５
年
３
月
ま
で
に
高

等
専
門
学
校
の
第
３
学
年
の

課
程
を
修
了
す
る
見
込
み
の

者
３
、
そ
の
他
大
学
入
学
資
格
検

定
に
合
格
し
た
者
等
人
事
院

が
１
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

■
採
用
予
定
数

●
大
学
校
学
生
　
　
　
約
５０
名

●
学
校
学
生

イ
、
船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
約
８５
名

口
、
情
報
シ
ス
テ
ム
約
５０
名

ハ
、
海
洋
科
学
　
　
約
１５
名

■
試
験
日

●
大
学
校
学
生
は
第
１
次
試
験

１１
月
７
日

（土
）
及
び
８
日

（日
）

ｏ
第
２
次
試
験
平
成

５
年
１
月
７
日

（木
）

●
学
校
学
生
は
第
１
次
試
験
Ｈ

月
８
日

（
日
）

ｏ
第
２
次
試

験
平
成
５
年
１
月
７
日
（木
）

・
８
日

（金
）

申
込
み
及
び
詳
し
い
こ
と
に
つ

い
て
は
、
三
角
海
上
保
安
部
管
理

課

（
８
０
９
６
４

・
５
２

。
３
１

０
３
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

お 知 ら せ

社
会
福
祉
法
人
立
正
福
社
会
高

森
寮
で
は
、
第
３
回
福
祉
ま

つ
り

を
催
し
ま
す
。
ご
家
族
で
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
と
　
き
／
１０
月
４
日

（日
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
／
高
森
寮

夕
一風
」イ
〃
‘バ
そ
れ

八
月
八
日
九
州
を
直
撃
し
た
台
風
十
号
は
、
本
町
に
も
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
特
に
被
害
に
大
き
か

っ
た
の
は
、
草

部
南
部
地
区
を
中
心
に
鶏
舎
の
倒
壊
や
た
ば
こ
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
な
ど
の
農
作
物
や
農
業
関
連
施
設
で
、
被
害
額
約
四
億
円
と
、

昨
年
の
台
風
十
九
号
の
被
害
を
上
回
り
ま
し
た
。
こ
の
他
、
道
路

や
河
川
の
被
害
が
約

一
億
六
百
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。 ●   ●

●   ●

強風により壊れた鶏舎 (永野原)

被
害
を
受
け
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
（右
）

と
葉
が
散
乱
す
る
た
ば
こ
畑

（左
）

本
町
出
身
の
弁
護
士

・
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
開

か
れ
ま
す
。

法
律
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
結

構
で
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
下
さ

日
と
　
き
／
９
月
１９
日

（土
）
午

後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
／
高
森
町
中
央
公
民
館

年

　

金

エ

イ

ズ

福
祉
ま
つ
り

10月 1日 現在で実施

商業続計調査
通商産業省

平成 4年 10月 1日 は、商業統計調
査 (一般飲食店)の実施 日です。調
査への御協力をお願いします。

調 査 の 概 要

■調査の対象

全国の一般飲食店を営んでいるす

べての商店

■調査の期日

10月 1日 現在で実施 します。

■調査の方法

都道府県から任命された商業統計

調査員が一般飲食店を訪問し、調

査票を渡して必要な事項を記入し

ていただき、取りまとめる方法で

す。

提出された調査票の秘密は統計法

■秘密の厳守

られます。よヤこ て 守厳

海
上
保
安
大
学
校
及
び

海
上
保
安
学
校
学
生

法
律

（無
料
）

交通ルールとマナーの実践

県民一人ひとりに交通安全知識を普及 し、交

通安全思想の高揚を図るとともに、正しい交通

ルールと交通マナーの実践を習慣付けることに

より、交通事故防止の徹底を図ることを目的に

展開されます。

■運動の重点目標

①高齢者の交通事故防止

②高校生の交通マナーの向上

③シー トベル トの着用の徹底

④違法駐車の締め出し

近年における高齢者の交通事故の増加傾向に

かんがみ、高齢者の交通安全に関する県民の意

識を醸成するとともに、高齢者自身の交通安全

知識の向上と交通安全思想の高揚を図り、正し

い交通ルールと交通マナーの実践を促進するこ

とによって、高齢者の交通事故防止の徹底を図

ることを目的に展開されます。

■重  点  目 標
①高齢者の交通安全に関する県民の意識の醸成
②高齢者の歩行中 (特に横断中)及び自転車乗
用中の交通事故防止

③高齢運転者の交通事故防止

通安全運動 9/21日～9/30日 :旬間 9/11日 ～9/20日

9/16日 (水)9/25日 (金 )10/5日 (月 )時間 9時～15時 (10)(3)

魃|1躙 |||||||||||||||||||||||
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西国阿蘇三十三カ所

観音霊場めぐり

そ
れ
で
は
今
回
が
第

一
回
日
で

す
か
ら
、
こ
の
西
国
阿
蘇
二
十
三

カ
所
観
音
霊
場
め
ぐ
り
と
い
う
こ

と
か
ら
説
明
し
ま
す
。

私
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
る
通

称
翻
音
さ
ん
雌
（
う
十

一
面
観
音
、

千
手
観
音
、
馬
頭
観
音
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
七
種
類
の
観

音
さ
ん
が
三
十
二
に
変
化
さ
れ
た

と
い
わ
れ
、
生
き
て
い
る
も
の
す

べ
て
の
救
済
を
悲
願
と
し
た
観
音

笏
彦
髭
Ｆ」・、ヾ
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川
”
岬
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信
仰
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

平
安
時
代
に
な

っ
て
か
ら
は
、

民
衆
の
間
で
三
十
三
カ
所
の
観
音

霊
場
が
設
定
さ
れ
、
多
く
の
人
た

ち
が
巡
礼
す
る
よ
う
に
な
り
、
観

音
信
仰
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な

っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
阿
蘇
地

方
も
こ
う
し
て
二
十
三
カ
所
め
ぐ

り
が
普
及
し
た
の
で
す
。

巡
礼

コ
ー
ス
と
し
て
は
、
ま
ず

阿
蘇
山
に
あ
る
本
堂
を

一
番
札
所

と
し
、
阿
蘇
町
か
ら
北
外
輪
山
沿

い
を
通
り
、　
一
の
官
町
ま
で
の
十

七
カ
所
。
さ
ら
に
、
根
子
岳
と
高

岳
の
間
に
あ
る
日
ノ
尾
峠
を
通
り
、

高
森
町
、
久
木
野
村
、
そ
し
て
白

水
村
か
ら
長
陽
村
ま
で
行
く
と
三

十
三
カ
所
に
な
り
ま
す
。

そ
の
す
べ
て
の
お
寺
に
、
十

一

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

藤

音

龍

念

山

林

福

福

光

光

龍

徳

寿

門

通

本

善

観

清

満

今

徳

帳

仲

慈

瀧

青

千

福

福

円

浄

番

番

番

番

番

番

番

番

２

３

４

５

６

７

８

９

肥

後

狂

句

（阿
蘇
御
神
火
会
）

年長組

佐藤 文彦 くん

本田きよみ先生から…本片を使つて舟作り

|こ挑戦しました。ありつたけの力を出して

トントン・カチカチ。世界 |こひとつしがな

い自分の舟 |こ満喫していました。

年長組

赤峰 悟志 くん
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
こ
の
阿
蘇
は
、
神
の
山
と
し
て
昔
か
ら

崇
拝
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
私
た
ち
の

身
の
周
り
に
は
た
く
さ
ん
の
文
化
財
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
つ
い
見
過
ご
し
そ
う
に
な
る
の
で
す
が
、
よ
く
調
べ

て
み
る
と
意
外
な
結
果
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
、
新
た
な
発
見

と
感
動
的
な
出
会
い
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
物
だ

け
が
あ
ふ
れ
る
昨
今
、
心
の
豊
か
さ
を
取
り
戻
す

ヽ
た
め
に
も
今

一

度
私
た
ち
の
周
囲
に
目
を
向
け
、
貴
重
な
文
化
財
に
触
れ
て
み
た

ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
数
多
い
文
化
財
の
中
か
ら
、
西
国
阿
蘇
三
十
三
カ
所
観

音
霊
場
め
ぐ
り
と
い
う
の
を
取
り
あ
げ
、
今
回
か
ら
数
回
に
わ
た

り
南
阿
蘇
町
村
広
報
合
同
企
画
と
し
て
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

面
観
音
や
千
手
観
音
な
ど
の
通
称

観
音
さ
ん
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
す
が
た
形
や
大
き
さ
は

一
つ

と
し
て
同
じ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
だ
け
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
寺

の
特
色
と
な

っ
て
地
域
に
根
づ
き
、

多
く
の
人
か
ら
親
し
ま
れ
参
拝
さ

れ
続
け
た
の
で
す
。

ま
た
、
す
べ
て
の
お
寺
を
参
拝

す
る
こ
と
は
す
べ
て
の
観
音
さ
ん

に
祈
願
が
で
き
、
そ
の
願
い
が
か

な
え
ら
れ
る
と
い
う
期
待
感
も
生

ま
れ
、
こ
れ
ま
で
続
い
て
き
た
の

で
し
ょ
う
。
昔
は
阿
蘇
町
と
高
森

町
で

一
泊
し
、
全
行
程
約
七
十
キ
ロ

を
三
日
間
で
巡
礼
し
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

巡
礼
は
お
遍
路
さ
ん
と
い
っ
て
、　
“

自
装
束
に
身
を

つ
つ
み
、
手
に
は

『
て
っ
こ
う
』
、
足
に
は

『
き
や
は

ん
』
と

『わ
ら
じ
』
を
つ
け
、
数

珠
と
鈴
を
持

っ
て
行
わ
れ
、
そ
の

姿
は
今
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

で
は
、
巡
礼

コ
ー
ス
に
従

っ
て

根
子
岳
と
高
岳
の
間
に
あ
る
日
ノ

尾
峠
を
通
り
、
高
森
町
に
入
っ
た

と
こ
ろ
に
あ
る
十
八
番
札
所
安
楽

寺
か
ら
探
訪
し
ま
す
。

次
回
か
ら
数
回
に
わ
た

っ
て
そ

の
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、

か
け
が
え
の
な
い
数
々
の
文
化
財

と
の
出
会
い
を
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

●

●   ●

艤
撃

鶴
文

西国阿蘇三十三カ所観音霊場
女
ば
か
り
　
男
そ
こ
の
け
プ
ラ
カ
ー
ド

い
ざ
出
陣
　
必
ず
バ
ッ
ヂ
取
り
戻
す

女
ば
か
り
　
頼
ま
ん
監
視
し
て
く
る
る

女
ば
か
り
　
酒
は
予
算
に
加
て
と
ら
ん

い
ざ
出
陣
　
君
の
猿
知
恵
貸
し
て
く
れ

見
解
の
相
違
　
結
論
の
出
ん
安
楽
死

女
ば
か
り
　
今
日
は
鑑
識
運
の
良
え

素
早
や
さ
が
　
も
う
仲
裁
に
回
っ
と
る

見
解
の
相
違
　
余

っ
と
る
銭
貰
う
た

つ

近
道
の
鉄
路
に
沿
い
て
露
の
径

峰
吐
い
て
蛍
袋
の

一
卜
揺
ら
ぎ

燈
涼
し
話
は
ず
み
し
縁
側
に

久
方
に
家
族
揃
い
し
夏
座
敷

次
々
に
帰
省
加
は
り
大
世
帯

揃
い
シ
ャ
ツ
着
れ
ば
親
し
や
風
祭
り

そ
こ
は
か
と
秋
の
気
配
の
阿
蘇
路
よ
り

祭
て
ふ
　
る
つ
ば
に
こ
の
身
沈
め
け
り

朝
顔
の
今
朝
の
開
く
を
数
え
る
子

強
風
に
ゆ
ら
ノ
ヽ
流
れ
大
花
火

ヒ

ト

　

　

　

　

　

　

■
月
′

僣

″
　

　

　

仁

．

（菜
の
花
句
会
）

〈阿蘇谷〉

1番 阿蘇山西巌殿寺
く南郷谷〉

18番 安楽寺 (高 森 )
19番 含蔵寺 (高 森 )
20番 長福寺 (高 森 )
21番 清水寺 (久木野)
22番 夕照寺 (白  水 )
23番 光専寺 (自  水 )
24番 西安寺 (白  水 )
25番 妙音寺 (久木野 )
26番 片山寺 (久木野 )
27番 光照寺 (自 水 )
28番 正通寺 (自 水 )
29番 堂山寺 (白  水 )
30番 通泉寺 (白  水 )
31番 観音寺 (長 陽)
32番 垂玉寺 (長 陽)
33番 栃木寺 (長 陽)

10番

11番

12番

13番

14番

15番

16番

17番

堀
田
　
蘇
仙

馬
原
　
馬
笑

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

林
田
　

一
声

岡
本
　
琴
司

浦
塚
　
南
天

熊
川
　
豊
泉

岩
下
　
哀
草

弥
永
　
蕗
子

内
田
　
フ
ミ

松
岡
　
信
子

桐
原
　
　
寿

林
　
　
久
恵

山
村
ふ
み
子

古
庄
　
泰
子

平
田
る
り
子

馬
原
　
要
子
　
９

岩
下
　
扶
美

高 森 保 育 園

,'な■_

驀
ゝ
♂
み
・一一憑

1 安万寿子先生から…楽しい木工遊び金づち |

1 使いも初めて、うまく釘が打てずに手を打 |

| つてしまいました。でも最高に楽しい顔、 |

1 出来上りは海賊船。ちよつとステキでしよ。 |

41,ォ|
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「地
鳴
」
か
ら

二
十
四
の
瞳
を
読
ん
で
平
和
を
思
う

私
が
こ
の
本
を
読
も
う
と
思

っ

た
の
は
、
「
二
十
四
の
瞳
」
と
い
う

題
名
が
何
と
な
く
、
き
れ
い
に
思

え
た
の
で
読
ん
だ
。
「二
十
四
の
瞳
」

と
い
う
題
名
を
見
て

「
二
十
四
人

の
生
徒
が
出
て
く
る
の
か
な
」
と

思

っ
て
た
。
で
も
十
二
人
の
生
徒

し
か
出
て
こ
な
か

っ
た
の
で
、
少

し
考
え
て

「あ
あ
そ
う
か
―
」
と

な

っ
と
く
さ
せ
ら
れ
た
。

こ
の
本
を
読
ん
で

一
番
思

っ
た

こ
と
は
、
戦
争
が
と

つ
て
も
憎
か

っ
た
。
戦
争
に
は
、
人
の
気
持
ち

ま
で
変
え
る
力
が
あ
る
。
戦
死
が

名
誉
で
戦
い
に
行
か
な
い
こ
と
を

恥
じ
だ
と
、
考
え
方
ま
で
変
わ

っ

て
い
っ
た
。　
一
つ
ひ
と

つ
の
言
動

だ

っ
て
自
由
に
は
で
き
な
か

っ
た
。

ま
る
で
何
も
か
も
が
、
見
え
な
い

空
気
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
る
よ
う
で
、

何
と
な
く
読
ん
で
い
て
苦
し
か

っ

た
。
そ
れ
な
の
に
人
間
は
苦
し
み

も
、
悲
し
み
も
こ
ら
え
て

一
生
懸

命
生
き
て
い
た
。

仁
太
が
徴
兵
検
査
の
時
、
「甲
種

合
格
」
と
言
わ
れ
係
員
の
前
で
思

わ
ず

「し
も
た
あ
」
と
叫
ん
だ
。

こ
ん
な
に
素
直
に
口
か
ら
出
た
言

葉
の
中
に
は
、
き

っ
と
、
命
の
惜

し
さ
が
あ

っ
た
と
思
う
。

大
石
先
生
に
こ
っ
そ
り
仁
太
は

言

っ
た
。
「先
生
大
丈
夫
、
勝

っ
て

戻

っ
て
く
る
」
と
…
…
。
仁
太
は

も
う
戻

っ
て
こ
な
か

つ
た
。

最
後
に
大
石
先
生
を
安
心
さ
せ

よ
う
と
思

っ
て
言

っ
た
と
思
わ
れ

る
仁
太
の
言
葉
、
「戻

っ
て
く
る
」

に
は
、
き

っ
と
不
安
な
気
持
ち
の

中
で
精

一
杯
の
仁
太
の
優
し
さ
だ

っ
た
と
思

っ
た
。

小
学
生
時
代
に
同
級
生
十
二
人

で
怪
我
を
し
た
先
生
に
会

い
に
行

っ
た
こ
と
。
た
だ
会
い
た
い
と
い

う

一
心
で
八
キ

ロ
も
の
道
の
り
を

小
さ
な
体
で
会
い
に
行

っ
た
こ
と
。

か
わ
い
そ
う
に
八
キ

ロ
と
い
う
長

さ
も
わ
か
ら
ず
、
ご
飯
も
食
べ
ず
、

ぞ
お
り
の
緒
も
切
れ
、
親
に
黙

っ

て
き
た
不
安
を
抱
え
な
が
ら
会
い

に
行

っ
た
と
き
、
大
石
先
生
の
姿

が
、
子
供
た
ち
の
何
よ
り
の
元
気

薬
と
思

っ
た
。
私
に
は
大
石
先
生

の
姿
を
見
た
と
き
の
様
子
が
目
に

浮
か
ん
で
き
た
。
あ
ん
な
に
疲
れ

て
、
も
う
歩
け
な
い
と
泣
い
て
い

た

コ
ト

エ
さ
え
も
大
石
先
生
を
見

る
な
り
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
バ
ス

の
あ
と
を
走

っ
て
追

つ
た
の
だ
か

ら
。
よ

つ
ぱ
ど
嬉
し
か

っ
た
の
だ

と
思
う
。
そ
し
て
大
石
先
生
も
、

す
ご
く
す
ご
く
嬉
し
か

っ
た
こ
と

と
思
う
。

そ
の
時
十
二
人
揃

っ
て
撮

っ
た

写
真
。
そ
れ
ぞ
れ
さ
ま
ざ
ま
な
気

持
ち
が
あ

っ
た
と
思
う
。　
一
人
ひ

と
り
の
性
格
ま
で
写

っ
て
い
る
よ

う
だ

っ
た
。
写
真
は
い
つ
ま
で
も

そ
の
ま
ま
を
と

っ
て
お
け
る
。
だ

け
ど
無
く
な

っ
た
と
し
て
も
、
皆

の
気
持
ち
か
ら
こ
の
写
真
だ
け
は

一
生
消
え
な
い
ん
だ
よ

っ
て
こ
と

を
磯
吉
が
語

っ
て
い
る
よ
う
に
、

写
真
を
手
に
顔
に
近
づ
け
て
た
。

十
何
年
後
、
大
石
先
生
の
歓
迎
会

を
開
こ
う
と
い
う
計
画
が
立
て
ら

れ
た
。

歓
迎
会
の
日
、
六
人
し
か
来
な

か

っ
た
。
来
な
か

っ
た
ん
じ
や
な

く
、
来
ら
れ
な
か

っ
た
。
生
き
て

た
ら
、
絶
対
に
十
二
人
集
ま

っ
た

の
に
。
そ
れ
に
今
集
ま

つ
て
い
る

中
で
十
二
個
の
瞳
が
あ

っ
て
い
い

は
ず
な
の
に
十
し
か
な
か

っ
た
。

ミ
サ
子
が
磯
吉
の
こ
と
を
、
「生
き

て
戻

っ
て
も
、
め
く
ら
で
は
困
り

ま
す
わ
、
い
っ
そ
死
ね
ば
よ
か

っ

た
の
に
」
と
言
う
言
葉
に
私
は
す

ご
く
ド
キ
ツ
と
し
た
。

磯
吉
は
目
が
見
え
な
く
は
な
り

た
く
な
か

っ
た
。
磯
吉
が
ど
ん
な

に
苦
し
ん
だ
か
、
そ
ん
な
こ
と
に

気
付
か
な
か

っ
た
ミ
サ
子
の
言

っ

た
言
葉
は
、
戦
争
に
対
し
て
ま

っ

た
く
無
関
心
で
、
自
分
の
事
だ
け

を
考
え
て
生
き
て
い
る
よ
う
で
、

読
ん
だ
私
も
嫌
だ

っ
た
。
大
石
先

生
も
す
ご
く
悲
し
か

っ
た
だ
ろ
う
。

き

っ
と
磯
吉
が
わ
ず
か
の
時
間
だ

け
目
が
見
え
る
と
し
た
ら
、
き

つ

と
皆
の
元
気
な
姿
を
見
た
い
だ
ろ

う
と
思
う
の
に
。
も
し
磯
吉
が
ミ
　
８

サ
子
の
言
葉
を
聞
い
た
な
ら
…
…
。

で
も
、
も
し
聞
い
た
と
し
て
も
磯

吉
は
絶
対
に
め
げ
た
り
し
な
い
。

だ

っ
て
り

っ
ぱ
な
ア
ン
マ
サ
ン
に

な
る
と
い
う
夢
が
あ
る
し
。
夢
を

つ
か
ま
え
る
根
性
だ

つ
て
あ

っ
た

の
だ
か
ら
。
と
て
も
磯
吉
は
強
か

っ
た
の
だ
か
ら
。

ひ
と
昔
前
ま
で
は
、
大
石
先
生

が
生
徒
ら
を
励
ま
し
て
い
た
の
に
、

い
つ
の
間
に
か
生
徒
か
ら
励
ま
さ

れ
て
涙
も
ろ
く
な

っ
た
先
生
。
な

ん
と
な
く
大
石
先
生
が
年
を
と

つ

た
よ
う
で
さ
み
し
い
と
い
う
気
が

し
た
け
ど
、
生
徒
が
大
石
先
生
を

励
ま
す
優
し
さ
は
、
大
石
先
生
じ

や
な
け
れ
ば
歓
迎
会
だ

っ
て
開
か

れ
な
か

つ
た
だ
ろ
う
し
、
生
徒
だ

っ
て
こ
れ
ほ
ど
強
く
な
か

っ
た
か

も
し
れ
な
い
。

大
石
先
生
は
本
当
に

一
人
ひ
と

り
の
気
持
ち
を
大
切
に
考
え
て
や

り
、
ま
る
で
母
親
み
た
い
に
厳
し

く
て
す
ご
く
優
し
く
見
守

っ
て
あ

げ
て
い
た
。
大
石
先
生
は
き

っ
と

だ
れ
か
ら
も
心
か
ら
愛
さ
れ
て
、

こ
の
時
代
を
生
き
る
大
切
な
人
だ

っ
た
よ
う
に
思
う
。
戦
争
は
残
酷

だ
。
だ

っ
て
子
ど
も
の
未
来
ま
で

決
め
て
し
ま

っ
た
の
だ
か
ら
。

予防の知識とまめな健診

高森高校 2年

岩下 そのみさん

がんが、死亡原因の 1位になって12年一国内の死

亡者のほぼ 4人に 1人は、がんが原因です。平成 3

年には、全国で22万3,604人 が、この病気で亡くなっ

ています。このうち、30～ 60歳前半の “がんによる

犠牲者"は、約 7万 8,000人 で、死亡者全体の約34%

を占めています。

40歳から急に増え始める胃がん

がんのなかでも、男女とも最も多いがん

は、胃がんです。男性では、がんで亡くな

った人のうちの23%、 女性では20%を 占め

ています。男女とも、40歳になると胃がん

が急に増えます。この年齢になったら、年

一回は定期検診をうけましょう。

肺がんも男女とも増え、胃がんに次いで

多くなっています。喫煙や大気汚染などが

原因とみられ、これからも増え続けると予

想されています。また、大腸がんも、食生

活の洋風化などが原因で増加の傾向にあります。女

性の場合、集団検診の普及で着実に子官がんが減っ

ています。しかし、30～40歳ごろから子宮がんにか

かる率が高くなりますので、「おかしいな」と思った

ら病院に行きましょう。

食生活などの改善が予防につながる

では、具体的に、がんによる死亡を防ぐために、

どんなことに気をつければよいのでしょうか。

がんの発生に、食事や運動、喫煙などの生活習慣

これがわが家のがん対策
が深くかかわっていることが、多くの研究 。調査か

ら分かってきました。そこで国では、食事は材料の

種類を豊富に、塩分・脂肪は控えめに、緑黄色野菜

を十分に、酒は飲みすぎないようになど、さまざま

なPRを してきました。
がんの発生原因に 「これ」という決定的なものが

なく、発見が遅れれば完全といえる治療方法がない

現在、これからもこうした生活の改善を心がけるこ

とで予防していくことが大切です。

積極的に検診を受けよう

レントゲンや内視鏡などの検診技術の進

歩で、いろいろながんが早期発見できるよ

うになりました。また、早期に発見できた

なら、がんは、直ちに死を意味する病気で

はなくなっています。

しかし、一人一人が進んで検診を受けな

ければ、早期発見・早期治療には結びつき

ません。積極的に検診を受けましょう。

9月 は、「ガン征圧月間」です。今年のスローガン

は 「予防の知識とまめな検診 これがわが家のがん
対策」です。

*           *
「ガン征圧月間」を制圧ではなく征圧としている

のは、がんをなんとしても征 fづにしたいという決意を

表明するためです。昭和35年の第 1回以来、この文

字を使用しています。

●   ●

●   ●
場
合
、
九
月
二
十
九
日
で
す
。

初
冠
雪
が
も

つ
と
早
い
の

は
北
海
道
の
大
雪
山
朝
日
岳

で
、
九
月
二
十
二
日
、　
一
方

遅
い
ほ
う
で
は
鹿
児
島
県
の

桜
島
が
、
十
二
月
十
五
日
と

な

っ
て
い
ま
す
。
初
冠
雪
を

測
候
所
や
地
方
気
象
台
で
観

測
し
て
い
る
山
は
、
全
国
で

九
十
八
山

（連
山
を
含
む
）
で
す
。

た
だ
し
、
富
士
山
な
ど

一
部
の
山

で
は
、
複
数
の
地
点
で
観
測
し
て

い
ま
す
。

初
雪
と
初
冠
雪
は
違
い
ま
す
。

初
雪
は
、
観
測
地
点
に
降

っ
た
雪

で
す
が
、
初
冠
雪
は
山
の
上
に
自

く
か
ぶ
さ

っ
た
雪
が
、
下
か
ら
見

ら
れ
る
こ
と
で
す
。
富
士
山
の
よ

う
に
山
頂
に
測
候
所
が
あ
る
場
合

に
は
、
初
冠
雪
だ
け
で
な
く
、
初

雪
の
観
測
も
で
き
る
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
年
中
雪
が
降
る
よ

う
な
山
で
は
、
ど
れ
が
そ
の
年
の

終
雪
で
、
ど
れ
が
初
雪
か
分
か
ら

な
く
な
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
は
、
日
平
均
気
温
が
年
間
最

高
に
な

っ
た
日
を
境
に
、
そ
の
日

か
ら
後
に
降

っ
た
雪
を
初
雪
と
す

る
の
だ
そ
う
で
す
。
な
か
に
は
、

初
雪
と
思

っ
た
ら
、
そ
の
後
に
日

平
均
気
温
が
最
高
の
日
が
き
て
、

終
雪
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る

中

コ饉

「今
朝
、
平
年
よ
り
三
日
早
く
、

富
士
山
に
初
冠
雪
が
見
ら
れ
た
」

と
い
う

ニ
ユ
ー
ス
を
、
そ
ろ
そ
ろ

耳
に
す
る
こ
ろ
で
す
。
過
去
三
十

年
間
、
富
士
山
の
初
冠
雪
の
平
均

は
、
山
梨
県
の
河
口
湖
測
候
所
の

休
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
活

を
心
が
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

わ
け
で
す
。

九
月
は
、
高
い
山
で
は
初

冠
雪
の
季
節
で
す
が
、
わ
た

し
た
ち
に
と

っ
て
は
暑
さ
も

緩
み
、
快
適
な
気
候
と
い
え

ま
す
。
こ
の
月
は
、
「健
康
増

進
普
及
運
動
」
で
す
。
こ
れ

を
機
会
に
、
栄
養

・
運
動

・

(5)
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真
夏
の
夜
を
満
喫

お

祭

広

場

今
年
で
四
回
目
の
お
祭
り
広
場

が
八
月

一
日
、
草
部
基
幹
集
落
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

夏
の
風
物
夜
市
の
雰
囲
気
を
楽

し
み
、
地
域
の
連
帯
感
を

つ
く
ろ

う
と
草
部
公
民
館

（甲
斐
直
三
館

長
）
が
催
し
た
も
の
で
、
地
域
の

人
や
里
帰
り
の
人
な
ど
で
賑
わ
い

ｈ
ソ

ま
し
た
。

会
場
に
は
、
焼
き
肉
や
流
し
ソ

ー
メ
ン
、
生
ビ
ー
ル
、
ヤ
マ
メ
の

つ
か
み
ど
り
、
金
魚
す
く
い
コ
ー

ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
子
供
た

ち
の
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
子
供
会
に
よ
る
ス
イ
カ
割

り
大
会
や
花
火
大
会
も
行
わ
れ
、

真
夏
の
夜
を
楽
し
み
ま
し

た
。草
部
公
民
館
で
は
、
こ

の
他

「草
部
を
愛
す
る
ふ

る
さ
と
大
会
」
を
催
す
な

ど
、
地
域
づ
く
り
に
幅
広

く
活
動
さ
れ
て
お
り
、
今

後
は
、
地
域
の
特
産
品
づ

く
り
な
ど
も
計
画
さ
れ
て

お
り
、
地
域
が

一
体
と
な

っ
て
活
動
を
さ
れ
て
い
ま

す
。

東
中
念
願
の
初
優
勝

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

阿
蘇
郡
中
体
連
大
会
テ

ニ
ス
で

優
勝
し
た
、
高
森
東
中
テ

ニ
ス
部

（男
子
）
が
、
七
月
二
十
八
日

・

二
十
九
日
の
両
日
菊
池
市
で
開
か

れ
た
、
熊
本
県
中
学
校
総
合
体
育

大
会
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
の
部
で
、
み

ご
と
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

１
回
戦
北
部
中
に
２
１
１
と
接

戦
を
も
の
に
し
た
東
中
は
、
順
調

に
勝
ち
進
み
、
決
勝
で
南
関
中
を

２
１
１
で
破
り
栄
冠
を
手
に
し
ま

し
た
。
同
中
テ

ニ
ス
部
は
八
月
六

日

・
七
日
、
熊
本
市
で
開
か
れ
た

九
州
大
会
に
出
場
。
１
回
戦
は
勝

っ
た
も
の
の
、
惜
し
く
も
２
回
戦

で
破
れ
ま
し
た
。

聴衆を魅了した ドイツのコーラスグループ

F]

森
峠
草
メ:l

り
作
」L
ヨR

ず

早朝から行われた草刈り作業

ド
イ
ツ
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
が
来
町

国
際
青
少
年
音
楽
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル

の
後
、　
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
に
よ

る

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
や
宗
教
曲
等

十
八
曲
を
披
露
。
詰
め
か
け
た
観

客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

本
町
の
他
、
自
水
村
、
久
木
野

村
で
も
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
に
参
加

し
た

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
は
、
関

係
者
を
含
め
五
十
六
人
。
期
間
中

そ
れ
ぞ
れ
三
カ
町
村
に
分
か
れ
て
、

三
泊
四
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体

験
。
本
町
で
は
、
二
十
人
が
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。

第
八
回
熊
本
県
国
際
青

少
年
音
楽
フ
ェ
ス
テ
イ
バ

ル
が
八
月
九
日
、
高
森
中

学
校
体
育
館
で
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
町
で
は
初
め
て
の
フ

ェ
ス
テ
イ
バ
ル
に
は
、
ド

イ
ツ
国

ヘ
ル
ス
ブ
ッ
ク
市

キ
リ
ス
ト
教
会
青
少
年

コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
と
高
森
中
学
校
吹
奏
楽

部
が
参
加
し
て
開
か
れ
、
生
の
歌

声
を
聞
こ
う
と
約
二
百
人
の
聴
衆

が
訪
れ
ま
し
た
。

高
森
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏

で
幕
を
開
け
た
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

イ
ン
ヴ
イ
ク
タ
ー
序
曲
等
の
演
奏

●   ●

●   ●

匂い袋を贈られた岩下さん (左上は寄贈の匂い袋)

大
小
三
基
の
み
こ
し
が
繰
出
し
夏
の
大
祭

草
部
吉
見
神
社
の
夏
祭
り
が
、
今
年
も
七

月
二
十

一
日
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
十

一
時
か
ら
神
事
が
行
わ
れ
、
昼
過

ぎ
大
小
二
基
の
み
こ
し
と
子
供
み
こ
し
を
中

心
と
し
た
行
列
が
神
社
を
出
発
。
約
百
三
十

段
の
石
段
を
登
り
上
が
り
浜
床
ま
で
移
動
、

神
楽
を
抜
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
浜
床
の
お

仮
屋
の
壁
は
古
式
に
の
っ
と
リ
カ
ヤ
で
編
ん

だ
壁
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

神
社
に
は
出
店
の
他
、
氏
子
の
方
々
に
よ

る
、
焼
き
鳥
や
地
元
有
志
に
よ
る
、
焼
き
そ

ば
、
か
き
氷
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
ま

た
、
夕
方
に
は
子
供
の
ヤ

マ
メ
つ
か
み
取
り

大
会
を
催
す
な
ど
、　
一
日
中
賑
わ
い
を
み
せ

て
い
ま
し
た
。

下
り
宮
で
有
名
な
同
神
社
は
、
神
武
天
皇

ひ
　
一）
や
　
い
　
み
こと

（初
代
天
皇
）
の
第

一
皇
子
日
子
八
井
の
命

を
祭

っ
て
お
り
、
樹
齢
五
百
年
～
七
百
年
と

い
わ
れ
る
杉
の
大
木
が
立
ち
並
ぶ
な
ど
森
厳

豊
か
な
神
社
で
す
。

神
話
で
大
蛇
が
住
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
る

吉
の
池
も
、
遊
歩
道
を
取
り
付
け
現
在
公
園

と
し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、
近
く
完
成
の
予

定
で
す
。

役場に優勝報告に訪れた東中テニス部のみなさん

浜床へ向うみこしの行列

子供に人気の金魚すくい

手
作
り
の
匂

い
袋
二
百
三
十
個
を
寄
贈

町
の
敬
老
会
で
お
年
寄
り
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
も
ら
お
う
と
、
手
作
り
の
匂
い
袋
大
小

合
わ
せ
て
三
百
三
十
個
が
こ
の
ほ
ど
町
役
場

に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

匂
い
袋
を
贈
ら
れ
た
の
は
、
高
森

・
上
在

の
岩
下
芳
子
さ
ん

（７７
）
。
福
岡
県
に
在
住
さ

れ
て
い
る
娘
の
岩
下
佑
子
さ
ん
の
手
解
き
を

受
け
、
今
年
の

一
月
か
ら
作
り
始
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

「お
年
寄
り
に
健
康
で
長
生
き
し
て
も
ら

い
、
少
し
で
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
な
ら
と
思

っ
て
作
り
ま
し
た
」
と
岩
下
さ
ん
。
「
二
種
類

の
色
の
布
を
裁
断
し
袋
を
編
ん
で
作
る
の
が

大
変
で
し
た
。　
一
日
に
四
個
作
る
の
が
限
度

で
す
。
し
か
し
、
せ

っ
か
く
作
り
始
め
た
の

で
、
皆
さ
ん
に
い
き
わ
た
る
よ
う
に
作
り
ま

し
た
。
ま
た
、
袋
を
作
る
こ
と
に
よ
り
自
分

の
ボ
ケ
防
止
に
も
な
り
ま
す
」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

届
け
ら
れ
た
匂
い
袋
は
、
九
月
に
南
阿
蘇

国
民
休
暇
村
で
催
さ
れ
る
高
森
地
区
の
敬
老

会
で
、
出
席
さ
れ
た
方
全
員
に
贈
ら
れ
る
こ

と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

峠
の
開
発
は
清
掃
か
ら

高
森
峠
の
開
発
に
は
、
ま
ず
道

路
か
ら
さ
れ
い
に
し
て
い
こ
う
と
、

町
道
城
山
線

（高
森
峠
）
の
草
刈

り
作
業
が
八
月
五
日
、
高
森
峠

一

帯
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
七
時
二
十
分
か
ら
行
わ
れ

た
作
業
に
は
、
高
森
峠
開
発
推
進

委
員
の
役
員
や
議
会
議
員
、
町
役

場
職
員
の
四
十
人
が
参
加
し
ま
し

た
。作
業
は
、
千
本
桜
周
辺
や
草
が

伸
び
て
狭
く
な

っ
て
い
る
道
路
に

分
か
れ
て
作
業
が
行
わ
れ
、
午
前

中
約
四
時
間
の
作
業
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。

(6)

「

S

町
の
話
題

話題があ りま

した ら、お知

らせ くだ さい。
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